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雪
が
少
な
く
穏
か
な
正
月
は
何
年
ぶ
り

の
こ
と
で
し
ょ
う
か
）
皆
様
に
も
つ
つ
が

な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
中
し
Ｌ

げ
ま
す

令
和
圧
年
は
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
や

酷
暑
の
自
然
災
害
が
大
き
な
年
で
し
た
。

今
年
も
正
月
早
々
、
能
登
半
島
地
震
が
あ

り
、
御
所
野
も
大
き
く
揺
れ
ま
し
た
　
災

害
は
い
つ
く
る
か
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
〓
連
合
町
内
会
を
中
心
に
各
町
内
会
で

の
災
害
対
策
を
整
え
て
は
い
る
も
の
の
、

個
人
的
な
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で
の

や
る
べ
き
慎
を
今

一
度
の
見
直
し
が
急
が

れ
ま
す
　
白
助

。
公
助

・
共
助
の
精
神
で

乗
切
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ぃ
頑
張
り

ま
し
ょ
う
．

今
年
度
は
三
年
越
し
の
念
願
で
あ

っ
た

「敬
老
祝
賀
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
（
参
加
対
象
者
六
八

´
名
、
う

ち
参
加
者

一
二
六
名

（欠
席
者
八
名
）
で

し
た
占
市
か
ら
の
福
祉
保
健
部
佐
々
木
良

幸
次
長
は
じ
め
来
賓
二
九
名
、
実
行
委
員

四
け
名
、
総
数

一
九
四
名
で
の
祝
賀
会
に

な
り
ま
し
た

．

コ
ロ
ナ
の
心
配
も
あ
り
、
飲
酒
を
避
け
、

午
前
中
で
終
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．
お

祝
い
と
の
事
で
御
所
野
小
の
踊
り
や
楽
奏

を
交
え
た

「お
祝
い
の
こ
と
ば
」
や
学
院

中
の
吹
奏
楽
の
演
奏
が
あ
り
、
各
々
が
す

ば
ら
し
く
、
大
好
評
で
し
た
。
四
五
名
の

八
十
歳
の
方
々
を
代
表
し
、
元
町

一
丁
目

の
菊
地
勝
男
さ
ん
に
壇
上
で
記
念
品
を
贈

呈
し
、
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
四

年
振
り
で
の
町
内
の
方
々
の
集
い
、
語
り

合
い
に
、
お
互
い
の
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
た

事

へ
の
喜
び
の
顔
が
そ
こ
こ
こ
に
あ
り
ま

し
た
。
従
前
通
り
の
懇
親
交
流
会
、
そ
し

て
カ
ラ
オ
ケ
が
あ
れ
ば
参
加
者
が
多
く
な

っ
た
の
で
は
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
の
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
。
皆
様
に
は

折
詰
め
と
ビ
ー
ル
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、

お
祝
い
と
し
ま
し
た
。

ま
わ
り
か
ら
認
知
症
の
話
を
聞
く
事
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
認
知
症
と
は
ど
ん
な

事
な
の
か
各
々
が
漠
然
と
し
た
と
ら
え
方

を
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
ご
本
人
や
家
族
の

応
援
の
た
め

「認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
の
開
催
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
役
員
会
に
諮
り
、
具
体
的
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
変
わ
ら
ず
社

協
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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令和6年 1り 11511発行 御 所 野 社 協 だ よ り 第 56号  (2)

令和5年度
第7回

御所野地区
lグラウンド・ゴルフ大会

令和5年 9月 30日 (土 )、 協和道の駅・米ケ森公園グラウンド0ゴルフ場で、第7回御所野地区グラ
ウンド・ゴルフ大会が開催されました。参加者は御所野地区8町内から42名 でした。当日は、お天

気にも恵まれ、進行もスムーズに流れて、身体を動かすことのできる

幸せを感じるよい機会となりました。

今回も御所野地区スポーツ協会から大会参加賞を、交通安全協会か

らはホールインワン賞をご協賛いただき、誠にありがとうございまし

た。例年のことですが、大会の企画・運営にあたっては、御所野地区

グラウンド・ゴルフ愛好会の皆さまに多大なるご尽力をいただきまし

た。心から感謝申し上げます。

成   績   表
(晴山)

(敬称略)
音|`F号

男 の 部 女 子

の軍
立
日「

1貢位

優  勝 渡 退 文 隆 元町三丁目 伊 藤 よじこ 元町二丁目

元町三丁目準 優 勝 | 武  村 ^丁目 京  極 イネ子

啓 子第 3位 佐 尾 岡J 元町三丁目 高 橋 元町三丁目

●ブービー賞/男子・
●ホールインワン総数

>大会風景1

▼大会風景2
あとチョット!

寺山重政 女子・外山八重子 ●特別賞/男子・川村豊太 女子・鈴木静詈
19個

』
虐燿機
Ｆ
一

重
早

・
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ム
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＼3頁へ続く
授賞式風景 >



(3)令和6年 1月 15日 発行 御 所 野 社 協 だ よ り 第 56 号
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写

経

の

会

９
月
２‐
日
に
、
河
辺
戸
島
に
あ
る
高
蔵

寺
の
黒
木
淳
祐

６

ゅ
ん
？
３

住
職
の
指

導
の
も
と
、
「写
経
の
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
に
続
い
て
２
回
め
の
開
催
で
、

参
加
者
は
１９
名
で
し
た
。

川
村
会
長
が
あ
い
さ
つ
で
、
９
月
２‐
日

に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
２０
Ｈ
が
彼
岸
の

一人
り
で
し
た
の
で
、
意
図
し
た
訳
で
も
な

か

っ
た
の
で
す
が
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
あ

っ

た
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
．

は
じ
め
に
住
職
の
説
明
を
聞
き
、

て こ 空 書
い に 気 き
る 参 が 始
人 加 か め
達 さ わ る
の れ り と
思 て ま

｀

い 書 す そ
と い
°
の
そ 場

宣Ⅲ:錢 1‐1‐欝尋.0

ァ左上=黒木
住職の説明

ァ円形写真=
写経風景2点

く全員集合

今

年

も

開

催

か
、
気
持
ち
と
か
、
普
段
使
い
慣
れ
な
い

筆
ベ
ン
を
持

っ
て
い
る
緊
張
感
な
ど
が
、

空
気
感
と
な
っ
て
、
そ
の
場
を
充
た
す
と

い
う
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

約
１
時
間
半
、
と
で
も
貴
重
な
時
間
を

過
ご
し
た
と
い
う
気
が
し
て
、
来
年
も
是

非
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
（今
井
）
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(5)令和6年 1月 15日発行 御 所 野 社 協 だ よ り 第 56号
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開 会
1.会長挨拶
2.お祝いのことば
秋田市福祉保健部

3.来賓祝辞
参 議 院 議

秋 田 県 議 会 晨

秋 田 市 議 会 量

4.来賓紹介
5.お祝いのことば
御所野小学校 児詈

6.80歳記念品贈呈
7.余興   御所野学防
事 彙彙畿藤織1・^

鰺
饉
艤

鰺

爾

0
1 1騨

1機

●
0

鹸鷺
●
ｏ‐．
．
・
．

■ ~● ●●●■

曇

●０００〇一蒔』．鮮

爾
０
０
０
０
０
●
ｅ
ｅ
ｅ
藝

躊獅所皇
'地

‐菫・令和5年
‐
議老親資1会

e                                                                                                                  鬱|
釜0,000000,鸞 驚鸞‐鸞‐饉構1鸞 畿鸞鰺鸞爾鵞艤警‐や織Q奪 0や 摯 9鸞 響撃鸞‐鸞鸞‐鸞鸞‐鸞鵞響鰺欝鵞餞鵞爾蔭畿惨饉鰻疇鬱鰺簿豊驚‐難艤警艤:饉讐‐繭欝鸞畿鵞艤畿0畿 0議 奪蟻機0饉鬱鰺鬱畿鰺警鐵繭艤攣|

御所野小学校の言様ありがとうござぃま嘘
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令和6年 1月 15日発行 御 所 野 社 協 だ よ り 第 56号  (4)

第
一

マ長 佐々木 良 幸様

静様

子様

美様

代表 6年生 13名
引率 佐々木真澄先生

p学校 吹奏楽部
指揮 江畑 美香先生
日 会
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御F~I野学院中学校の皆様ありがとうございました
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◎敬老会対象者/681名
◎敬老祝賀会参加者/126名

◎80歳記念品贈呈者数/45名
(人数にはウエルハウスを含む)

."r-1-

◎日時 :令租5年9月 18日 (祝)10100開会
◎会場 :秋田|テルサ ー11「ホール■|

令和5年度敬老祝賀会資料
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令和6年 1り 11511発行 御 所 野 社 協 だ よ り 第 56号 (6)

,゛１１
月
の

「ご
し
ょ
の
く
ら
ぶ
」
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

‐６
日
、
午
後

一
時
半
か
ら
、
御
所
野
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「ペ
タ
ン
ク

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
１９

人
と
、
指
導
し
て
下
さ
る
先
生
と
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
１
人
と
あ
わ
せ
て
２．
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
井
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
秋
田
県

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
副
理
事
長
の
菊

地
義
寿
さ
ん
と
い
う
方
の
指
導
の
も
と
、

そ
も
そ
も

「ペ
タ
ン
ク
」
と
い
う
の
が
ど

う
い
う
競
技
な
の
と
い
う
説
明
を
聞
き
、

さ

っ
そ
く
実
践
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
６
人
づ
つ
４
組
に
分
か
れ
、
２
組
づ

つ
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
室
内
競
技
用

ペ
タ
ン
ク
の
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
競
技
を
行

い
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
カ
ー

ペ
タ
ン
ク
教
室
開
催

リ
ン
グ
の
陸
上
版
で
す
。
実
践
し
て
い
き

な
が
ら
覚
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
激
し
く

身
体
を
動
か
す
わ
け
で
も
な
い
の
に
し
っ

か
り
と
競
技
性
が
あ
り
、
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（寺
山
）

=鷲 轟
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壕.
●競技風景

亀

●競技風景

●全員集合

ご
寄
付
を

い

た

だ

き

ま

し

た

元
町
Ｌ
ｒ
目
の

「
近

藤

恵

」
様

よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て

一
万
円
を

い
た
だ
き
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

を縞
御
所
野
元
町
三
丁
目

高
齢
者
ク
ラ
ブ
「三
言
ボ
△ム
」

会

長

渡

邊

文

隆

平
成
２．
年
６
月

「健
康
づ
く
り
と
生
甲
斐

づ
く
り
と
町
内
会
と
の
融
和
を
図
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
、
町
内
の
６０
歳
以
上
の
高
齢

者
２９
名
の
賛
同
を
得
て
発
足
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
と
し
て
、
月
４
回
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習
会
と
１
回
の
月
例
会
開
催
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
毎
週
土
曜
日
に
町
内
の
参

加
希
望
者
を
交
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
と
し
て
月
１
回
を
目
途
に
町
内

各
所
の
清
掃

。
ゴ
ミ
拾
い
等
々
を
行

っ
て
お

り
ま
す
。

生
甲
斐
づ
く
り
と
し
て
、
外
部
講
師
を
招

い
て
の
健
康
管
理
、
一父
通
安
全
、
防
災
安
全
、

防
災
関
連
、
ス
ト
レ
ツ
チ
体
操
等
々
の
講
習

会
を
実
施
し
健
康
と
生
甲
斐
づ
く
り
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

外
部
研
修
会
と
し
て
、
公
共
施
設
の
視
察

見
学
会
（ゴ
ミ
処
理
場
）
や
企
業
見
学
会
（酒

蔵
・放
送
局
）

等
々
を
行

っ

て
い
ま
す
。

各
研
修
会

後

の

飲

食

は
、
楽
し
く

会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め

る
為
に
欠
か

せ
な
い
行
事

で
す
。

一鬱



(7)令和6イ 111月 15H発行 御 所 野 社 協 だ よ り 第 56号

媚
御所野地区民生児童委員協

子育て支援事業

きらきら広場」は子育て支援事業の一環として年2回開催遭
います。12月 は、「ちよっと早いクリスマス会Jと題して、1当渕

言I鎗テ循E軍 ;奏)t季 7孫亀型霞環暫ズ昂磐駅虞よ赤、「嚢舅麒
エルハウスからも高齢者の方々が見学に来てくれました

神、1い時 ||||で はありましたが、楽しく過ごすことができました       ………

く会場
風景3

会場風景2>
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南部8地区民児協合同研修会 |
|

日

'寺

:令和5年 10月 19日 (木)13:30～ |

場所 :バーテイーギヤラリー イヤタカ |

雇轄 :里1撃肇 程瑞 品 囀 il
「南剖
`8地
区民生児童委員協議会 |

合同研修会」が御所野地区の当番と
|

なって開催され、盛会裡に終えるこ

とができました。研修内容は、子ど

も食堂を運営しておられる保坂ひろ

み様から「子ども支援の入回こども

食堂」と題しまして講演をして戴き

ました。

令和5年度 南部8地区民生児童委員協議会合同研修会

―支えあう 住みよい社会 地域から一

イ:｀
||::鷲

私たちと―個に
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赤い羽根共同募金 副会長 高 橋 信 清
この募金活動は、社会福祉法に基づく運動で、使い道と額をあらかじめ定めて寄付金

をつのる仕組みとなっていますも募金会でお金を集め、社会福祉協議会が活用しま丸

本年度の募金は翌年度に使われます。

「赤い羽根共同募金」について実績をご報告いたします。

募金総額 令和5年度 558,150円 (

備考 ①10月 20日 (金)団体・企業への協力依頼

,350円増)昨年度548,800円

②ll月 15日 (水)募金回収

(単位 :円 )

令和4年度 令和5年度 団体・企業 令和4年度 令和5年度

下 堤 一 丁 目 35,000 34,780 御 所 野 小 学 校 7,388 11,751

元 町 一 丁 目 7,700 7,890 御 所 野 学 院 中 学 校 11,349 19,261

元 町 二 丁 目 39,000 38,400 御所野学院高等学校生徒会 6,256 4,115

元 町 三 丁 目 37,600 38,000 御所野学院高等学校親睦会 3,200 1,000

元 町 四 丁 目 28,400 28,400 ウ エ ル 募 金 箱 2,149 2,751

元 町 五 
「
 目 11,800 11,800 エ リ ア 募 金 箱 68 60

元 町 六 丁 目 42,000 42,000 テ ル サ 募 金 箱 610 54

元 町 七 丁 目 40,000 40,000 イオンモール株式会社募金箱 0 80

地 蔵 田 二 丁 目 49,800 49,380 イオンスタイル店頭募金箱

地 蔵 田 四丁 目北 43,200 43,200 イオンスタ約レ従業員募金箱 1,646 1,445

地 蔵 田 四
「
目南 40,000 40,000 秋 銀 行 5,000 5,000

地 蔵 田 五丁 日北 30,000 30,000 レ
Ｌ
４
＝ 都 銀 行 5,000 3,004

地 蔵 田五 丁 目南 30,000 30,000 天 馬 ジ ャバ ン株 式 会 社 2,000 2,000

堤 台 一 丁 目 14,600 16,800 東 北 フ ジ ク ラ

フジクラブリントサーキット
3,000 3,000

堤 台 二 丁 目 44,000 44,000

ヤ マ lヽ 運
Λ
剛 3,940 5,965

松 美 造 園 2,552 2,392

街 頭 募 金

障害者支援センター御所野 1,541 1,622

禾lJ 息
１
■ 0

△
口 計 493,100 494,650 △

口 計 55,700 63,500

編
集
後
記

▼
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
も
縮
小
傾
向
に

な
り
、
敬
老
祝
賀
会
実
行
委
員
会

。
理
学
会

で
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
飲
食
を
伴
わ
な

い
形
で
、
敬
老
祝
賀
会
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
例
年
と
は
、
違
う
形
の
会
に

な
り
準
備
等
も
違
い
、
戸
惑
う
場
面
も
あ
り

ま
し
た
ｃ　
＾
番
は
、
高
齢
の
参
加
者
の
健
康

。
安
全
を
守
る
こ
と
で
し
た
３
席
の
設
定
、

マ
ス
ク
の
着
用
奨
励
、
会
場
の
換
気
等
に
気

を
配

っ
た
結
果
、
無
事
に
敬
老
祝
賀
会
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
）^
理
事

・
役
員
の
方

々
、
町
内
会
長
の
告
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
来
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（晴
山
）

▼
社
協
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
度
の
最
大
の

事
業
は

「敬
老
祝
賀
会
」
を
開
催
で
き
た
こ

と
で
す
ｃ
飲
食
を
伴
わ
な
い
カ
タ
チ
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
民
生
委

員
に
な

っ
て
４
年
目
で
、
初
め
て
の
開
催
で

し
た
ｃ
全
て
新
し
い
こ
と
で
、
不
慣
れ
な
点

も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
勉
強
す
る
こ
と
も

ま
た
多
く
あ
り
ま
し
た
（）
ま
だ
ま
だ
至
ら
な

い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
日
々
精
進
し

て
ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

（寺
山
）

０
編
集
責
任
者

晴

山

英

明
　
８
８
２
６
１
０
２
３
７

０
編
集
委
員

寺

山
　
重

政
　
　
照
井
　
」県
紀
′Ｉ

桜
田
　
慎

一
郎

Ｏ
印
刷
所
　
秋
田
印
刷
製
本
株
式
会
社

８
８
３
９
１
７
５
５
４

町 内 会 名
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